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単
に
手
近
一
新
生
魚
諸
市
の
婦
人
曾
は
.
一
一
第
去
る
八
月
二
十
二
、
二
十
一
日
膝
遺
家
按
及
一
冗
軍
属
生
活
一

一
な
こ
と
そ
れ
は
「
清
潔
」
、
こ
一
市
制
施
行
主
共
に
旧
町
村
の
婦
一
三
、
二
十
四
日
の
一
一
一
日
間
に
わ

一旦

擁
撞
連
盟
魚
津
支
部

一一

一
の
軍

純

な

震

も
非
文
化
一
人
曾
を
聯
合
体
と
し
て
、
魚
樟

一
た
り
富
山
市
に
於
て
開
催
さ
れ

一

一
こ
と
を
各
こ
的
病
気
と
い
一
市
連
合
婦
人
会
を
組
織
し
、
会
一
ま
し
た
、
第
王
国
牒
民
体
育
大

一

平
和
傑
約
の
震
効
に
当
り
・

一
自
が
無
を

i
は

h
る
・
皮
一
畏
に
は
讃
多
由
利
き
ん
を
選
出

一
曾
に
、
我
が
富
市
本
金
光
邦
五
一
惨
窮
迫
の
底
に
あ
る
遁
家
族

一
つ

け

て

守

山

膚

病

、

消

化
'一
し
て
、
活
穣
な
婦
人
運
動
を
腰

一
三
氏
を
回
畏
に
・
三
四
六
名
の

一
傷
慌
軍
人
、
軍
属
に
射
し
、
何
一

一
り
さ
へ
す
一
器
傍
染
病
だ
一
閃
し
て
い
ま
す
。

一
多
数
に
の
ぼ
る
選
手
簡
を
編
成

一
等
か
の
早
急
救
済
と
元
軍
籍
に
一

V
開
館
時
聞
の

一
れ
ば
・
人
需
の
、
寄
生
虫
一
魚
樟
地
匿
に
於
け
る
婦
人
会
一
し
て
初
出
場
、
総
合
得
点
に
於

一
あ
っ
た
者
の
恩
給
、
挟
助
料
を

一

平

常

復

帰

A

一
笠
通
り
、
包
河
だ
の
と
い
っ
一
の
九
月
の
行
事
と
し
て
敬
母
会
一
て
第
二
位
・
優
勝
競
技
豆
腐
目

一
現
在
文
官
、
乙
同
率
に
急
速
且
完
一

一そ
の
目
的

U
た
属
類
の
病
一

九
九
月
十
七
日
)
を
畢
げ
て
い

一
、
新
記
録
十
二
の
祭
冠
を
獲
得

一
全

復

活

支

給

の

実

現

を

要

請

す

一

一

員

夜

間

思

議

事

開

一
が
建
せ
ら
山

4
気

は

、

殆

ど

一

ま

す

。

一

し

ま

し

た

。

一
る
震
、
去
る
入
円
二
十
二
日
曾

一
館
時
聞
を
鶴
田
一
見
し
て
い
ま
し
た

一
れ
る
の
で
い
4

不
潔
が
原
因
一
こ
の
計
画
は
・
敬
老
と
共
に
一
優
勝
ハ
一
般
の
部
)

一
場
で
あ
る
畏
敢
寺
に
二
百
数
十

一
が
来
る
九
月
』
日
よ
り
平
常
温

一
は
な
い
で
宮
崎
リ
し
て
い
ま
す
一
母
を
敬
ま
う
こ
と
は
・
家
庭
・の
一
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

一
名
が
参
集
・
照
知
事
代
理
移
本
一
り
書
記
の
よ
う
に
開
館
い
た

L

一せ
う
か
o

よ
4

0

そ
の
不
潔
一
明
朗
と
、
祉
曾
遺
徳
島
揚
の
基
一
(
魚
樟
バ
レ
ー
グ
ラ
プ
〉

一
民
担
部
長
、
勝
曾
議
長
代
理
水

一
ま
す
。

一
の
大
関
と
し
て
便
所
、
ゴ
ミ
箱
一
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
一
相
撲
競
技

一
野
照
時
四
、
明
治
一
内
藤
、
佐

1
一

記

一
下
水
カ
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
之
等
一
考
え
か
ら
特
に
姑
の
立
場
に
あ
一
魚
樟
聯
合
青
年
園

一
各
代
議
士

f
理

金

光

市

E

一
午
前
九
時
よ
り
午
後
六
時
ま
で

一
を
手
ま
め
に
気
を
つ
け
て
、
整
一
る
母
は
・
そ
の
子
供
や
鯨
か
ら
一
優
勝
(
中
撃
の
部
)

一
関
口
市
曾
議
長
等
が
出
席
、
祝

一'

一
と
ん
し
て
適
切
な
薬
品
を
ま
い
一
心
か
ら
な
る
敏
い
を
も
っ
て
、
一
野
球
競
技
、
水
泳
競
技
、

土
辞
及
び
聯
盟
本
部
委
員
長
の
一

V
図

書

館

案

内

〈
続
き
υ

一
て
・
蝿
蚊
の
震
生
を
防
ぎ
種
々
一
家
庭
生
活
が
、
出
来
る
よ
う
に

一

レ
1
ボ
ー
ル
競
技

二

激
勘
漬
読
等
が
あ
っ
て
、
盛
一
皆
様
の
た
め
に
あ
る
闘
書
館

一
の
病
源
菌
の
増
殖
を
抑
へ
な
け
一
あ
り
た
い
こ
と
を
希
望
す
る
も
一
西
軍
部

中

学

一
曾
棋
に
大
曾
結
成
式
を
畢
行
一
と
し
て
大
い
に
利
用
L
て
い
た

一
れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

一

の

で

あ

り

ま

す

。

一

次

勝

(
一
般
の
部
υ

一
次
い
で
一
江
毘
の
如
く
役
員
を
決
一

ど
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

一
、
、
ぺ
昨
日
誌
ぷ
斗
時
)
一
時
間
午
後
七
時
宇

l
九

時

半

一

野

球

競

技

日

本

カ

ー

バ

イ

ド

一

定

取

長

で

ま

だ

一

度

品

書

館

に

お

い

一
は
汚
物
ゴ
や
ミ
を
す
て
な
、
よ
一
場
所
大
町
魚
津
保
育
園

一

水
詠
競
技

一
割
支
部
長

で
に
な
ら
な
い
方
の
た
め
、
闘

一
う
に
」
役
所
と
し
ま
し
て
い
努
一
講
師
平
岡
初
枝
女
史
一
射
撃
競
技
宣
射
の
部
〉

書
館
に

つ
い
て
い
ろ
〈
な
こ

一
め
て
皆
さ
ん
の
御
要
望
に
お
際
一
演
題
家
庭
の
光
明
化
こ
つ
一
重
賞
畢

競

技

〈

パ

ン

タ

ム

級

〉

と

例

へ

ば

「

本

や

レ

コ

ー

ド

紙

一

一

t

一
卓
球
競
技
(
女
子
の
部
〉

一
へ
す
ぺ
ぐ
研
究
に
努
力

L
.
き

一

い

τ

↑

芝
居
な
ど
の
貸
出
し
の
規
則
」

一

一

-

ポ
グ

γ
シ
グ

一
れ
い
な
市
を
作
る
べ
く
勘
ん
で
一
り
グ
レ
エ
1
γ
ヨ
シ

一

(

一

般

パ

シ

タ

ム

級

〉

「

ざ

ん

な

積

類

の

本

や

新

聞

雑

一
い

ま

す

。

一

園

児

遊

戯

一

次

勝

(

中

学

の

部

)

誌

が

お

い

て

あ

る

か

」

「

ど

ん

な

一

1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
l
i
l
1
1
1

一

卓

球

競

控

室

勾

書

が

あ

げ

?

と

な

ど

こ

れ

一

0
母

子

世

帯

の

子

女

慰

安

激

腐

の

会

。

一

廓

体

の

総

合

得

点

は

か

ら

毎

号

引

続

き

お

知

ら

せ

い

一

と
も
す
れ
ば
、

暗
い
場
に
と
-
政
に
体
の
休
ま
る
ひ
ま
の
な
い

一
第
一
部
一

般

郡

市

封

抗

た

し

ま

す

。

-

一
ざ
さ
れ
が
ち
な
、
突
を
失
く
し
一
高
辻
知
事
も
特
に
時
間
を
割
い
一
第
二
部
高
校
地
匿
針
抗

O
闘
書
館
に
ど
ん
な
新
聞
雑
誌
一

一
た
家
庭
の
子
女
に
、
少
し
で
も
一
て
同
席
さ
れ
子
供
護
の
震
に
お

一第一
一一部

中

学

郡

市

樹

抗

が

あ
る
か

、

一

一
希
望
と
喜
び
の
闇
襲
を
奥
え
た

一
語
を
さ
れ
た
0

・一

の

三

部

に

分

け

採

点

さ

れ

ま

し

北

日

本

.

富

山

、

朝

日

、

毎

日

一

一
い
と
、
魚
海
市
末
亡
人
会
で
は

一

物

静
か
な
口
調
で
話
さ
れ
る
一
た
。
そ
の
成
績
3

讃
賞
、
中
部
日
本
、
日
本
経
済
一

一市
の
後
援
の
も
と
、
去
る
八
月
一
言
葉
の
余
韻
は
堂
の
静
け
さ
に

一
第

一

部

飽

和

点

順

位

英

文

毎

即
・
拘
閥
均夕
刊
、
日
本
一

-
二
十
日
母
子
世
帯
子
女
の
慰
安
一
マ
ッ
チ
じ
て
「
禍
を
鴫
じ
て
福

一

富
山
市
一
三
一
、

O
点

一

讃

書

、

闘

書

.

魚

津

‘

東

越

各

一

激
駒
の
曾
〈
小
学
六
年
生
を
封
一
と
な
す
」
を
繰
一
巡
し
て
訓
さ
れ

一

魚

津

市

二

五•. 

五

二

新

聞

な

ど

置

い

て

あ

り

ま

す

一

象
)
が
生
地
町
龍
泉
寺
田
じ
催
さ
一
る
意
味
の
深
さ
正
共
に
、
感
銘

一、

高

岡

市

二

四

、

O

三

向

各

新

聞

は

毎

日

偲

綴

り

の

一

れ

ま

し

た

。

一

を

奥

え

シ

1

ン

と

し

て

聞

雪

入

中

新

川

二

一

、

五

四

上

保

管
し
て
あ
h

り
ま
す
か
ら
.

森

脇

婦

人

児

童

課

長

や

朝

食

一

っ

て

い

る

。

「

き

よ

号

な

ら

」

の

新

湊

市

一

八

、

五

五

御

希

望

の

方

は

御

境
下
さ
い
。

桜
井
町
助
役
、
板
倉
生
地
町
畏
一
言
葉
に
皆
ん
な
「
さ
よ
う
な
ら
」
第
二
部

等
の
来
賓
・
、
み
え
、
金
光
市
一

E
知
事
を
遺
る
。

畏
の
平
易
な
言
葉
で
か
ん
で
含
一
次
い
て
龍
泉
寺
の
和
向
さ
ん
同
川
崎
直
四
一
一
目
点

め
る
様
に
訓
す
な
か
に
、
深
い
一
の
関
手
に
は
め
ら
れ
た
人
形
は

思
い
や
り
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
一
瞬
と
台
詞
に
素
人
ば
な
れ
の
仕
新
川

h
v

三
七
、
五

朝
倉
氏
の
ユ
ウ
モ
ア
ー
を
混
一
輩
・
を
演
じ
‘
員
験
な
面
持
で
見
第
一
一
一
部

じ
え
た
話
し
ぶ
り
は
子
供
建
の
一
る
場
面
や
、
爆
偉
大
な
ど
あ
っ
て
申
新
川
二
九

.
0点

顔
に
も
朗
か
さ
が
あ
ふ
れ
で
、
一
楽

L
い
困
撲
に
、
暗
い
顎
な
ど
嬬
頁
郡
一
矢
、

0

E
-
一
み
じ
ル
も
み
え
な
い
ρ

魚

津

市

一

酌

・

0

熱
心
に
聞
き
入
る
。
山
本
青
氏

一

や
カ
て
生
地
借
燈
台
の
見
学

λ
市
議
、

厚
生
委
員
長
)
の
力

一
を
終
え

田

中

鏑

泉

に

入

浴

、

各

西

嘱

波

一

三

.
0

強
レ
激
蹴
は
賢
い
伽
墜
を
陸
一
見
に
思
念
品
が
贈
ら
れ
楽
し
い
高
岡
市
一

O
J一一

ず
る
。
し
ば
ら
く
し
て
目
立
腕
閤
撲
の
一
日
を
過

L
ま
し
た
。
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…ぉ
…知
一ら
一せ
…

母

子

世

帯

一

斉

調

査

母
子
世
帯
の
需
活
実
践
を
詳

か
に
し
、
母
子
縞
紙
針
賛
確
立
-

の
た
め
の
実
証
的
資
料
乏
し
て

九
月
一
日
現
在
で
抽
出
調
査
を

致
し
ま
す
。

調
査
院
践
は
魚
津

下
中
島
.
訟
倉
、
下
野
方
、
片

貝
、
経
閉
、
西
布
施
、
遺
下
で

各
々
調
書
周
回
円
が
出
向
き
ま
す
。

赤
十
字
無
料
巡
廻
診
断

丸
月
丸
日
午
前
八
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
.
村
木
小
畢
校
で

赤
十
字
無
料
巡
姻
診
断
が
あ
り

ま
す
。

赤
十
字
社
か
ら
は
‘
内
科
密

長
、
外
科
暦
長
さ
ん
等
が
来
ら

れ
て
診
断
さ
れ
ま
す
c
(
今
回
は

主
と
し
で
村
木
校
下
を
中
心
と

し
た
市
民
の
診
断
で
す
が
他
の

校
下
の
希
望
者
点
診
断
さ
れ
ま

す
。
)

，

1曾か三ん品て:-ー一一---一一一一一一一一一一一一一i 襲 一、下
産ら分、穂大;盛生吾~=r;蕩[i o、ま毘館日 i 作部加地魚
を今位早の苗 1 守す)~ユ三託、" V.J官民予を!とは 積匝津
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